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信越明星株式会社は伝統の技術と味を守り、厳しい品質管理のもと「安全」で「安心」、

「おいしい」食品を消費者の皆様に提供させていただく製麺メーカーです。

製麺メーカーとして、真に社会的存在価値が認められる企業のあるべき姿を模索し、

志を高く、常に新しいことにチャレンジしていくものでなければならないと考えております。

その為には従業員全員が自社の商品を愛し、常にお客様視点で安全・安心でおいしい商品を

お届けし、社会からの信頼に対して誠実に行動することが基本と考えております。

また当社は自然環境と企業活動の調和の重要性を認識し、事業活動を通して環境保全に

取組みます。

今後も全従業員で新たな食の文化の創造に取組み、刻々と変化する社会に貢献し、

お客様と従業員の真の幸せを両立させて成長してまいります。

何卒ご支援賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。

信越明星株式会社　　代表取締役　大谷昌史

ごあいさつ
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環境経営レポート

組織の概要



１．組織の概要

会社名 信越明星株式会社

代表者名 代表取締役　大谷昌史

事業内容 チルド麺、冷凍麺の製造・販売　餃子の皮類の販売

所在地 本社工場：〒386-0041 長野県上田市秋和９４２

第３工場：〒386-0041 長野県上田市秋和９４５

下塩尻工場：〒386-0043 長野県上田市下塩尻1689-3

環境管理責任者及び 環境管理責任者：製造部　次長 池田　晃

担当者連絡先 電話 ０２６８－２２－５２５２

ＦＡＸ ０２６８－２７－５３９７

Ｅ-mail ikeda@shinetsumyojo.co.jp

担当者： 総務部　次長　伊藤英樹

売上高 ７，１０８百万円（２０２２年９月期）

資本金 ３,０００万円

従業員数 ２５２名（２０２２年９月現在：パートタイマー含む）

延べ床面積 本社工場 ７，７６３㎡

第３工場 　５，３２６㎡

下塩尻工場 　９，２００㎡

2

mailto:ikeda@shinetsumyojo.co.jp


登録組織名

信越明星株式会社

　チルド麺・冷凍麺・餃子の皮類の開発及び製造、販売

対象事業所

長野県上田市秋和９４２

長野県上田市下塩尻１６８９-３

長野県上田市秋和９４５

対象期間

2021年10月～2022年９月

発行日

３．環境経営方針

　　１．麺づくりにおいて、省エネ活動を推進しより効率的生産活動を行います。

　　２．原材料の無駄を削減します。

　　３．法令順守のための体制整備を進めていきます。

　　４．廃棄物の削減に努めます。また食品循環資源再利用を進めます。

　　５．コンテナ物流を促進し、段ボールごみの削減に努めます。

　　６．環境に配慮した設備投資を行います。

　　７．環境活動に関して教育を全従業員に行い周知をはかります。

　　８．品質を高め、食物残渣を削減します。

　　９．環境配慮への、継続的改善を進めていきます。

　　１０．環境活動の推進によりコスト削減を進め永続的事業活動を目指します。

　2010年4月1日 制定

2019年10月1日 改訂

　　  信越明星株式会社

代表取締役　
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２.対象範囲（製品・サービスおよび組織）

（１）本社工場

（２）下塩尻工場

行動指針

信越明星株式会社環境経営方針

2022年11月7日

　「私たちは法令を順守し社会責任を果たし、環境に配慮した麺づくり、食の提供を目指します」

我々信越明星は、以下に示す行動指針のもと「地球に優しく」「人に優しく」事業活動を行ってまいります。

（３）第３工場
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・実施体制 
１、 エコアクション２１環境経営システムを運用、維持し、環境経営の取り組みを実施 

するために効果的な実施体制を構築する。 
２、 実施の責任者は環境管理責任者とする。 
３、 環境管理責任者は環境対策プロジェクトチームを統括する。 
４、 社長は環境改善に必要な資源を提供する。 
５、 環境管理責任者は環境経営システムを構築・運用し、状況を社長に報告する。 
６、 環境経営に関する役割、責任及び権限は以下の表の通りとする。 
 責任者、組織   主な役割、責任と権限 

社長 

 

1. 経営における課題とチャンスを整理し明確にする 

2. 環境経営方針の作成 

3. 組織を制定し、責任者を任命する 

4. 環境経営目標の設定 

5. 環境経営計画の承認 

6. 年間教育計画の承認 

7. 内部監査計画の承認 

8. 設備、工程の設置、変更の承認 

9.環境システム運用状況報告の承認 

環境管理責任者 1.環境経営活動、環境システムの作成、実施、見直し、不適合予防 

2.自己チェックの確認、取りまとめ  

3.法的及びその他の要求事項一覧表のまとめ 

4.各部門の環境経営目標の調整、確認 

5.各部門責任者の教育・訓練 

6.環境経営計画の作成 

7.環境経営計画の取組（実施）状況の確認、評価 

8.内部監査計画の作成、実施 

9.社長に環境システム運用状況の報告 

10.環境関連文書、記録の管理 

総務部責任者 1.総務課、品質保証課を統括し管理部門の統制を行なう 

総務課責任者 1.法的届出の実施と遵守状況の把握  

2.廃棄物の管理（マニフェスト等） 

3.電力、ガス、水量等の購入量、金額などのとりまとめる 

4.社内外からの苦情、要望の受付、回答 

5.敷地内の環境保持(共有施設、建物外も含む) 

6.自部門の担当者へ、環境活動の周知、教育・訓練 

7.自部門の問題点に対する是正処置・予防処置の実施 

品質保証課責任者 

 

 

1.法的届出の実施と遵守状況の把握 

2.化学物質の管理 

3.自部門の担当者へ、環境活動の周知、教育・訓練 

4.自部門の問題点に対する是正処置・予防処置の実施 

製造部責任者 1.製造課、生産管理課、生産技術課を統括し環境活動を統制する 

製造課責任者 

 

1.本社工場のチルド製造、惣菜製造及び下塩尻工場を統括し、製造部責任者の

指示のもと、環境活動を統制する 

2.環境上の緊急事態への準備、及び対応 

3.生産工程上のトラブルを抑制し、廃棄物の削減に努める 

4.工場内の環境保持 

5.自部門の担当者へ、環境活動の周知、教育・訓練 

6.自部門の問題点に対する是正処置・予防処置の実施 
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生産管理課責任者 

 

1.仕入活動を統制し、余剰在庫の削減を図る 

2.製造数量指示を行い、余剰製品の削減を図る 

3.受注活動を統制し、余剰在庫・余剰製品の削減を図る 

4.原材料、資材等の使用量を把握し、とりまとめる 

5.自部門の担当者へ、環境活動の周知、教育 

6.自部門の問題点に対する是正処置・予防処置の実施 

生産技術課責任者 

 

1.設備保守管理を統制し、設備の省エネルギー化を図る 

2.新規設備導入に対し、グリーン購入化を推進する 

3.電気・ガス（ボイラー）設備を管理し、省エネルギー化を図る 

4.浄化槽を管理し、排水質の維持、向上を図る 

5.環境上の緊急事態への準備、及び対応（下水道の流出防止等） 

6.自部門の担当者へ、環境活動の周知、教育 

7.自部門の問題点に対する是正処置・予防処置の実施 

営業部責任者 

(営業課責任者) 

 

1.社外からの苦情、要望の受付、回答 

2.生産管理課と情報を共有し、余剰在庫・余剰製品の削減を図る 

3.自部門の担当者へ、環境活動の周知、教育 

4.自部門の問題点に対する是正処置・予防処置の実施 

管理職会議 1.方針、目的、目標、環境経営システムの審議 

2.環境経営システムの見直しに関する審議 

3.その他環境経営に関する重要事項の審議 

＊月 1 回の頻度で開催する。 

環境対策 

プロジェクト会議 

1.社長が任命したリーダー及びメンバーで構成され、環境活動の提案、

調査、実働、検証を行う 

2.全体集会の場にて、全従業員を対象に環境活動の周知、教育を行う 

＊月 1～２回の頻度で開催する。 

  
   

下塩尻工場

社長

環境管理
責任者

環境対策
プロジェクト

管理職会議

営業部
営業課

製造部総務部

総務課

品質保証課

商品開発課

生産管理課
業務課

生産技術課 製造課

本社工場 第３工場

 



４．環境経営目標

中期目標：全社総合(第３工場は除く）

  　「２０２１年度を基準とし、本年度以降各原単位１％の削減を図る」

電力原単位 520.6 kWh/ｔ 515.4 kWh/ｔ 510.2 kWh/ｔ 505.0 kWh/ｔ 499.8 kWh/ｔ

ガス原単位 71.3 ㎥/ｔ 70.6 ㎥/ｔ 69.9 ㎥/ｔ 69.2 ㎥/ｔ 68.5 ㎥/ｔ

水原単位 11.0 ㎥/ｔ 10.9 ㎥/ｔ 10.8 ㎥/ｔ 10.7 ㎥/ｔ 10.6 ㎥/ｔ

食品循環資源再
利用実施率 96.8% 95％以上維持 95％以上維持 95％以上維持 95％以上維持

2022年度　環境経営目標：本社工場、第３工場、下塩尻工場

　　「二酸化炭素排出量削減：　電力・ガス原単位1％削減」

　　「水使用量削減：　水原単位1％削減」

　　「食料循環資源形廃棄量の削減　維持活動の推進及び現状の把握」

　　「化学物質使用量0維持」

　　「食料循環資源の再生利用実施率95％以上維持」

項目

電力原単位 536.5 kWh/ｔ 531.1 kWh/ｔ 525.8 kWh/ｔ 520.4 kWh/ｔ 515.0 kWh/ｔ

ガス原単位 82.8 ㎥/ｔ 82.0 ㎥/ｔ 81.1 ㎥/ｔ 80.3 ㎥/ｔ 79.5 ㎥/ｔ

水原単位 10.0 ㎥/ｔ 9.9 ㎥/ｔ 9.8 ㎥/ｔ 9.7 ㎥/ｔ 9.6 ㎥/ｔ

食料循環資源形
廃棄量の削減 418.10 ｔ 413.92 ｔ 409.74 ｔ 405.56 ｔ 401.38 ｔ

食品循環資源
再利用実施率 96.8 ％

項目

電力原単位 kWh/ｔ 0.0 kWh/ｔ 0.0 kWh/ｔ 0.0 kWh/ｔ 0.0 kWh/ｔ

ガス原単位 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ

水原単位 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ 0.0 ㎥/ｔ

食料循環資源形
廃棄量の削減 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ 0.00 ｔ

食品循環資源
再利用実施率

項目

電力原単位 540.1 kWh/ｔ 534.7 kWh/ｔ 529.3 kWh/ｔ 523.9 kWh/ｔ 518.5 kWh/ｔ

ガス原単位 61.4 ㎥/ｔ 60.8 ㎥/ｔ 60.2 ㎥/ｔ 59.6 ㎥/ｔ 58.9 ㎥/ｔ

水原単位 12.3 ㎥/ｔ 12.2 ㎥/ｔ 12.1 ㎥/ｔ 11.9 ㎥/ｔ 11.8 ㎥/ｔ

食料循環資源形
廃棄量の削減 255.30 ｔ 252.75 ｔ 250.19 ｔ 247.64 ｔ 245.09 ｔ

食品循環資源
再利用実施率

目標値4％削減
（2025年度）

本社に合算 本社に合算 本社に合算 本社に合算

基準値
（2021年度）

目標値1%削減
（2022年度）

本社に合算

6

本社に合算

目標値4％削減
（2025年度）

目標値2%削減
（2023年度）

本社に合算

目標値3％削減
（2024年度）

本社に合算

下塩尻工場
基準値

（2021年度）
目標値1%削減

（2022年度）
目標値2%削減

（2023年度）
目標値3％削減

（2024年度）

第３工場（本年度は現状の把握を実施）

本社工場

目標値4％削減
（2025年度）

目標値4％削減
（2025年度）

95％以上維持

目標値1％削減
（2022年度）

基準値（2021年度実績）

目標値1%削減
（2022年度）

基準値
（2021年度）

95％以上維持

目標値2％削減
（2023年度）

目標値3％削減
（2024年度）

目標値2%削減
（2023年度）

95％以上維持

目標値3％削減
（2024年度）

95％以上維持



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電気使用量　 ・節電活動の推進 ○ ○ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ △ △
２０２１年度実績　536.5kＷh/ｔ ・事務所等の室温適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
原単位前年対比1％削減 ・生産効率化（アイドリング運転の低減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
２０２２年度目標　　531.1kＷh/ｔ ・フリーザー立ち上げ時間の適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

削減率99％ ・ｴｱｰ漏れ点検の実施 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

中期目標 2021　実績 468.9 412.9 418.9 444.8 419.0 477.0 524.7 614.7 652.5 777.7 625.7 601.2 ＫＷｈ/ｔ

基準年度実績 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 531.1 ＫＷｈ/ｔ

２０２１年度実績　536.5kWh/ｔ 570.2 472.0 497.1 514.1 526.9 528.0 488.8 541.5 659.6 783.5 718.1 633.8 577.8 ＫＷｈ/ｔ

２０２３年度 削減率95％ 107% 89% 94% 97% 99% 99% 92% 102% 124% 148% 135% 119%

目標　509.6kWh/ｔ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ×

ガス使用量　 ・蒸気漏れ点検の実施 ○ ○ △ ○ ○ ○ △ △ △ ○ ○ ○ △

２０２１年度実績　　82.8㎥/ｔ ・ボイラー稼働の適正化 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

原単位前年対比1％削減 ・放熱部分の断熱推進 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

２０２２年度目標　　81.9㎥/ｔ ・生産効率化（切換え時間短縮・低減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇

削減率99％

中期目標 2021　実績 74.2 77.1 80.8 80.2 74.8 79.5 83.5 94.0 87.9 93.0 79.5 89.0 ㎥/ｔ
基準年度実績 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 81.9 ㎥/ｔ
２０２１年度実績　　82.8㎥/ｔ 88.6 88.2 86.8 86.5 81.7 80.7 78.6 92.3 92.7 93.2 94.8 88.9 87.7 ㎥/ｔ
２０２３年度 削減率95％ 108% 108% 106% 106% 100% 99% 96% 113% 113% 114% 116% 109%

目標　78.6㎥/ｔ △ △ △ △ ○ ○ ○ × × × × ×
食品廃棄物の発生抑制

・設備改善 ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
食料循環資源形廃棄量の削減 ・各製品重量の確認・包装時ロス対策 ○ ○ △ △ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ △

・集約生産の実施 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○
２０２１年度目標 ・生産調整会議の実施 ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
廃棄量　前年対比1％削減 ・メンテナンスの実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35.2 10.7 10.6 9.3 12.5 14.1 17.0 15.0 14.3 14.5 15.7 11.0 15.0 ｔ
35.2 45.9 56.5 65.8 78.3 92.4 109 124 139 153 169 180 ｔ

中期目標 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
食品循環資源再利用等の実施率

95％維持

一般廃棄物の削減 ・コピー用紙再利用
・紙リサイクルの実施

２０２1年度目標　 現状の把握

総務課

総
括

廃
棄
物
削
減

1
期

評価
各部署

次期より原単位算
出に変更 〇

生産技術課

製造課 2
期 良好 〇

トラブル機器撤去
の効果が大変良
い状況。

〇
今期実績
今期累計

評価
総務課

生管　高木
生産管理課 3

期 良好 〇
製造課

総
括

５月以降の上昇が
気になります。しっ
かり改善して下さ
い。 ×

目標値
今期実績
削減率
評価

生産技術課 2
期 良好 〇

生管　高木

3
期

蒸気漏れの影響
でしょうか？ ×

製造部 1
期

生産数量が減少
傾向注意必要 △

製造　西澤

製造部 3
期

５月からの伸びが
恐ろしい。 ×

総
括

多少の振れはある
ものの４月までは
良好でした。５月
以降の要因が次
期の取組み内容
になる様原因を追
究し改善して下さ
い。

×

目標値

今期実績

削減率

冷凍の生産減少
の為か？ 〇

製造　青木

４期 取組
評価

達成状況確認 評価
責任者

評価

今期
平均

作成 確認 承認

５.環境経営計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年度　環境経営計画　本社工場 池田 伊藤 大谷

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

製造　松本 1
期

生産数量が減少
傾向注意必要 ○

目標 目標達成手段
責任部門 １期 ２期 ３期

総務　伊藤
生管　高木 2

期



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水使用量　前年対比1％削減 ・節水活動の推進 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △
２０２1年度実績　10.0㎥/ｔ ・落下シャワーの確認徹底 ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △ ○ △

・水漏れ点検の実施 ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇
２０２２年度目標　　9.9㎥/ｔ

削減率99％

中期目標 2021　実績 10.0 9.4 9.8 9.6 10.6 10.2 9.5 9.6 9.4 10.4 9.6 11.3 ㎥/ｔ
基準年度実績 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 9.9 ㎥/ｔ
２０２1年度実績　10.0㎥/ｔ 10.5 9.5 10.1 9.8 9.8 9.9 7.2 12.2 10.0 11.3 10.4 10.8 10.1 ㎥/ｔ
２０２３年度 削減率95％ 106% 96% 102% 99% 99% 100% 73% 123% 101% 114% 105% 109%

目標　9.5㎥/ｔ × ○ × ○ ○ △ ○ × × × × ×

排水基準の遵守 ・日常点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・遵守状況の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリーン購入の推進 ・事務用品グリーン購入の推進 - - - - - - - - - - - -
・省エネ電気製品購入の推進 - - - - - - - - - - - -

省エネルギー型設備投資 ・環境に配慮した設備機器の購入 - - - - - - - - - - - -

8

グ
リ
ー

ン
購
入

総務課 1
期総務課
2
期

評価
総
括

評価
生産技術課 3

期

〇生産技術課

評価

総
括

PDCAサイクルは
回っていますか？

×
目標値

今期実績
削減率
評価

〇

チラーの影響？蒸
気の影響？ ×

評価
責任者

生産数量が減少
傾向注意必要 ×

製造　西澤
製造部 2

期

１期 ２期
目標 目標達成手段

責任部門

水
使
用
量
の
削
減

製造　松本 1
期

3
期

３期 ４期 取組
評価

達成状況確認

良好

生技　西沢
総
括 良好



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電気使用量　 ・節電活動の推進 ― △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △
２０２１年度実績　kWh/ｔ ・事務所等の室温適正化 ― ― △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △

・生産効率化（アイドリング運転の低減 ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２０２２年度目標　　kWh/t ・フリーザー立ち上げ時間の適正化 ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・ｴｱｰ漏れ点検の実施 ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（本年度は現状の把握を実施） 202１　実績 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ｋWｈ/ｔ

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ｋWｈ/ｔ

536.9 479.2 847.0 780.4 581.8 565.0 425.1 484.9 510.1 670.7 675.3 543.6 591.7 ｋWｈ/ｔ

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

× ○ × × × × ○ ○ ○ × × ×

ガス使用量　 ・蒸気漏れ点検の実施 ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２０２１年度実績　　㎥/ｔ ・ボイラー稼働の適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △

・放熱部分の断熱推進 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

２０２２年度目標　　㎥/ｔ ・生産効率化（切換え時間短縮・低減 ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（本年度は現状の把握を実施）

中期目標 202１　実績 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ㎥/ｔ

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ㎥/ｔ

56.6 53.1 54.0 66.9 59.8 63.9 52.3 56.9 55.2 63.2 67.3 63.9 59.4 ㎥/ｔ
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ × × ×
食品廃棄物の発生抑制

・設備改善 ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ―
食料循環資源形廃棄量の削減 ・各製品重量の確認・包装時ロス対策 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ △ △ △ △

・集約生産の実施 - - - - ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２０２２年度目標　　現状の把握 ・生産調整会議の実施 ― ― ― ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・メンテナンスの実施 ― ― ○ ― ― ○ ― ― ○ ― ○ ― ―

9.8 8.2 1.9 5.2 3.5 4.6 6.1 5.4 7.4 9.1 11.1 9.3 ｔ
18.0 19.9 25.1 28.6 33.1 39.2 44.6 52.0 61.1 72.2 81.5 ｔ

中期目標 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一般廃棄物の削減 ・コピー用紙再利用
・紙リサイクルの実施

２０２２年度目標　　現現状の把握

作成 確認 承認

5．環境経営計画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2022年度　環境経営計画　第３工場 池田 伊藤 大谷

４期 今期
平均

取組
評価

達成状況確認 評価
責任者

目標 目標達成手段
責任部門 １期 ２期 ３期

製造　
製造部 3

期

稼動が上がり原
単位も良くなりまし
た。

〇

総
括

設備導入も完了し
ました、これから
省エネルールを徹
底し改善活動を推
進して下さい。 △

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

製造　 1
期

試作テスト等にて
試運転多い状況 △

製造　大谷
生管　高木 2

期

稼動状況に影響
を受けている状
況。

×

製造　

生産技術課 2
期

凍結防止の為ボ
イラー稼動。 △

生管　高木

目標値

今期実績

削減率

評価

製造部

3
期 良好 〇

総
括

設備導入も完了し
ました、これから
省エネルールを徹
底し改善活動を推
進して下さい。

△

1
期

試作テスト等にて
試運転多い状況 △

目標値

今期実績
削減率
評価

廃
棄
物
削
減

生産管理課
〇

製造課

総
括

設備導入も完了し
ました、これから
省エネルールを徹
底し改善活動を推
進して下さい。

〇
今期実績
今期累計

評価

1
期

試作テスト等にて
試運転多い状況 △

生産技術課

製造課 2
期 良好 〇

生管　高木

各部署
総務課

3
期 良好



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水使用量　前年対比1％削減 ・節水活動の推進 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
２０２１年度実績　㎥/ｔ ・落下シャワーの確認徹底 ○ ○ ○ ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

・水漏れ点検の実施 ― ― ― ― ― ― ― △ △ △ △ △ △
２０２２年度目標　　㎥/ｔ

（本年度は現状の把握を実施）
202１　実績 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ㎥/ｔ

中期目標 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ㎥/ｔ
14.5 13.3 12.9 14.1 14.5 13.6 12.9 12.0 12.8 15.8 15.6 15.7 14.0 ㎥/ｔ
― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

× × × × × × × ○ × × × ×

排水基準の遵守 ・日常点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・遵守状況の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリーン購入の推進 ・事務用品グリーン購入の推進 - - - - - - - - - - - -
・省エネ電気製品購入の推進 - - - - - - - - - - - -

省エネルギー型設備投資 ・環境に配慮した設備機器の購入 - - - - - - - - - - - -

10

目標 目標達成手段
責任部門

評価
責任者

水
使
用
量
の
削
減

製造　 1
期

試作テスト等にて
試運転多い状況 △

製造　
製造部 2

期

１期 ２期 ３期 ４期 取組
評価

達成状況確認

目標値
今期実績
削減率
評価

稼動状況に影響
を受けている状
況。

×

3
期

少々の改善の兆
しが見えてきまし
た。

×

生技　西沢
総
括 良好生産技術課

評価

総
括

水使用量の多い
機器です、効率の
良い運用を考えま
しょう。 △

グ
リ
ー

ン
購
入

総務課 1
期総務課
2
期

評価
総
括

評価
生産技術課 3

期



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

電気使用量　 ・節電活動の推進 ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○
２０２１年度実績　540.1kWh/ｔ ・事務所等の室温適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原単位前年対比1％削減 ・生産効率化（アイドリング運転の低減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２０２２年度目標　　534.6kWh/ｔ ・製造現場の室温適正化 △ △ △ △ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

削減率99％ ・ｴｱｰ漏れ点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中期目標 2021　実績 499.9 536.3 740.0 728.4 576.1 507.2 432.4 449.1 437.8 484.5 551.9 537.8 540.1 ｋWｈ/ｔ

基準年度実績 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 534.6 ｋWｈ/ｔ

２０２１年度実績　540.1kWh/ｔ 497.6 453.2 680.5 828.6 701.7 645.9 435.3 417.5 459.4 531.6 568.5 569.0 565.7 ｋWｈ/ｔ

２０２３年度 削減率95％ 93% 85% 127% 155% 131% 121% 81% 78% 86% 99% 106% 106%

目標　513.0kWh/ｔ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ×

ガス使用量　 ・蒸気漏れ点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２０２１年度実績　　61.4㎥/ｔ ・ボイラー稼働台数の適正化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原単位前年対比1％削減 ・生産効率化（切換え時間短縮・低減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２０２２年度目標　60.7㎥/ｔ ・ユニモ効率運転 × × △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

削減率99％

中期目標 2021　実績 59.3 61.9 65.9 55.2 59.2 62.2 62.2 60.0 58.1 58.9 64.6 68.7 61.4 ㎥/ｔ
基準年度実績 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 60.7 ㎥/ｔ
２０２１年度実績　　61.4㎥/ｔ 64.8 62.3 68.0 65.8 66.0 61.4 52.1 57.2 60.8 60.3 64.1 65.4 62.4 ㎥/ｔ
２０２３年度 削減率95％ 107% 103% 112% 108% 109% 101% 86% 94% 100% 99% 106% 108%

目標　58.3㎥/ｔ × × × × × △ ○ ○ △ △ × ×
食品廃棄物の発生抑制

・設備改善 ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
食料循環資源形廃棄量の削減 ・各製品重量の確認・包装時ロス対 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・集約生産の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
２０２２年度目標 ・食品廃棄物削減 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
廃棄量　前年対比1％削減 ・メンテナンスの実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27.2 21.6 16.8 12.9 10.0 12.0 17.1 13.4 12.3 13.0 15.5 12.6 15.4 ｔ
29.9 52 68 81 91 103 120 134 146 159 174 187 187 ｔ

中期目標 △ △ △ △ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○
食品循環資源再利用等の実施率

95％維持

一般廃棄物の削減 ・コピー用紙再利用
・紙リサイクルの実施

２０２２年度目標　 現状の把握

総務課

総
括

廃
棄
物
削
減

1
期

各部署

不具合の多かっ
た装置撤去。 ×

生産技術課

製造課 2
期

撤去後は大幅に
減少。 ○

装置撤去後は廃
棄麺が大幅に減
少しています。

〇
今期実績
今期累計

評価

生管　高木
製造　松永 3

期

良好です。
○

製造課

総
括

蒸気漏れ等の対
策が早く大きな漏
れは有りませんで
した。しかしボイ
ラー稼動の状況
が悪くチェックが
必要。

×
目標値

今期実績
削減率
評価

生管　高木 2
期

生産量が少ない
為原単位が悪い ×

製造　岸本
3
期

良好です。
○

製造部 1
期

ヒートポンプの効
果が出ているか
疑問

×
製造　市村

製造部 3
期

効率の良い活動
ができています。 ○

総
括

稼動状況は昨年
度と同等ですが結
果は月平均565.7
となり目標達成で
きませんでした。
ただし通年では
99.5％

×
目標値

今期実績
削減率

生産量が少ない
為原単位が悪い ×

製造部

４期 取組
評価

達成状況確認 評価
責任者

評価

今期
平均

540.1

61.4

作成 確認 承認

５.環境経営計画　　　　　　　　　　　　　　　2022年度　環境経営計画　下塩尻工場 池田 伊藤 大谷

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

製造　松永 1
期

年末も冷凍生産があ
り、今期は原単位が
悪い

△

目標 目標達成手段
責任部門 １期 ２期 ３期

製造　岸本
生管　高木 2

期



10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

水使用量　前年対比1％削減

２０２１年度実績　12.3㎥/ｔ ・落下シャワーの確認徹底 ○ ○ ○ △ △ △ ○ △ ○ ○ ○ ○
・水漏れ点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２０２２年度目標　　12.1㎥/ｔ
削減率99％

中期目標 2021　実績 12.8 13.4 11.2 14.3 12.8 12.1 11.0 11.8 11.3 11.3 12.0 13.7 12.3 ㎥/ｔ
基準年度実績 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 12.1 ㎥/ｔ
２０２１年度実績　12.3㎥/ｔ 12.2 12.0 10.9 15.4 14.3 14.7 11.5 12.7 12.0 13.4 12.7 15.3 13.1 ㎥/ｔ
２０２３年度 削減率95％ 101% 99% 90% 127% 118% 122% 95% 105% 99% 111% 105% 126%

目標　11.6㎥/ｔ × ○ ○ × × × ○ △ △ × × ×

排水基準の遵守 ・日常点検の実施 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

・遵守状況の確認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グリーン購入の推進 ・事務用品グリーン購入の推進
・省エネ電気製品購入の推進

省エネルギー型設備投資 ・環境に配慮した設備機器の購入 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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総務課 1
期総務課
2
期

評価
総
括

評価
生産技術課 3

期

〇生産技術課

評価

総
括

3・4期は市水漏洩
により水量増加し
ました。これが無
ければ前年クリ
アーと思われま
す。

×
目標値

今期実績
削減率
評価

×

地下水放水した事
で原単位上昇
か？

△

評価
責任者

流量計を直しま
しょう。 △

製造　市村
製造部 2

期

１期 ２期
目標 目標達成手段

責任部門

水
使
用
量
の
削
減

1
期

3
期

３期 ４期 取組
評価

達成状況確認

生産量が少ない
為原単位が悪い

生技　池田
総
括

良好

12.3



６．環境目標の実績と評価

評価：　目標達成〇、目標未達×

2021年度 2022年度 2021年度 2022年度 2021年度 2022年度 2021年度 2022年度

環境目標 単位 基準 実績 基準 実績 基準 実績 基準 実績

二酸化炭素
排出量の総量

ｔ-CO2 5,573 5,455 〇 2,676 2,526 〇 ー 1,926 2,897 2,929 △

電力量原単位
(kWh/ｔ） 520.6 551.0 × 536.5 577.8 × ー 591.8 540.1 565.7 ×

2022目標値 515.4 106.9% 531.1 108.8% ー 534.7 105.8%

電力量（kWh） 6,083,007 7,160,808 3,159,086 2,840,546 ー 2,934,815 4,232,881 4,320,262

基準年度比 － 117.7% 89.9% ー 102.1%
ガス量原単位

(㎥/ｔ） 71.30 73.5 × 82.8 87.7 × ー 59.4 61.4 62.3 ×

2022目標値 70.6 104.1% 82.0 107.0% ー 60.8 102.5%

ガス量（㎥） 1,069,279 1,081,258 665,549 587,301 ー 306,253 496,492 493,957

基準年度比 101.1% 88.2% ー 99.5%
水量原単位

(㎥/ｔ） 11.0 11.6 × 10.0 10.1 △ ー 14.0 12.3 13.1 ×

2022目標値 10.9 106.4% 9.9 102.0% ー 12.2 107.4%

水量（㎥） 179,196 192,543 83,788 77,432 ー 72,207 109,713 115,111

基準年度比 107.4% 92.4% ー 104.9%

実施率 96.80% 97.07%

基準年度比 100.3%

発生量（ｔ） 610 ① 実施率

飼料量（ｔ） 571 ② （③+②）÷（①+③）×100（％）となります。

発生抑制量(t) 725.0 ③

焼却量（産廃）

排出量
（ｋｇ-ＣＯ2/製品t） 338.69 328.33 〇

基準年度比 - 96.9%

化学物質使用量削減 ＰＲＴＲ法対象化学物質を含む薬品は使用していません。
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評価

全社 本社工場 第３工場

評価 評価

下塩尻工場

（当社は設備増強、生産量の変動が大きいことから前年度実績を基準値とする削減目標を採用しています。）

評価

第３工場は前年実績が無い為、本年度実績のみ記載しています。また全社に含まれておりません

食品循環資源
再利用等の

実施率９５％維

持

（全社総合）

※購入電力のＣＯ2排出係数は、中部電力の0.000431ｔ-ＣＯ2/ｋWｈ

電気使用量
原単位1％

削減

ガス使用量
原単位1％

削減

水道使用量
原単位1％

削減

ＣＯ2排出量
削減

水使用量

ガス使用量

電気使用量

食品循環資源再利用等の実施率は
定期報告のデーターとなります。



2021年度 kg-CO2

取組結果とその評価 2022年度 kg-CO2

536.5 kWh/ｔ
577.8 kWh/ｔ 【評価 ＝ ×】

取組結果とその評価
82.8 ㎥/ｔ
87.7 ㎥/ｔ 【評価 ＝ ×】

本社Co2削減の取組みは生産時の効率化を重点的に実施してみました。
冷凍麺の生産数が減少し電力量も減少しましたが原単位的に増加となりました。
ガス量も同じです。今期のデーターから考えるとイニシャル的な電力・ガスの削減に目を向ける
事も必要かと思います。
次年度の取組
「生産の効率化、生産機器の運転・停止を厳格に実施」
を念頭に置き徹底的なムダムラの削減を実施しCO2削減を目指します。

2021年度基準　ガス原単位

原単位1％削減 2022年度ガス原単位
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2021年度基準　電力原単位

原単位1％削減 2022年度電力原単位

ガス量

2,526

７.環境取組み結果とその評価、次年度の取組内容

【二酸化炭素排出量削減】 本社工場
電力量 2,676
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2021年度 kg-CO2

取組結果とその評価 2022年度 kg-CO2

ー kWh/ｔ
591.8 kWh/ｔ 【評価 ＝ 】

取組結果とその評価
ー ㎥/ｔ

59.4 ㎥/ｔ 【評価 ＝ 】

第３工場は本年度６月に最終設備導入が終了し全ライン稼動開始致しました。
６月以降のデーターが第３工場の基礎データーとなります。
本年度冷凍倉庫増設もあり基礎電力量も上がりました。
現状の把握もしっかり出来ました、次年度はしっかり削減に力を入れましょう。
次年度の取組
「生産の効率化、生産機器の運転・停止を厳格に実施」
本社同様ムダムラの改善を実施し、CO2削減を目指します。
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2021年度基準　ガス原単位

2022年度ガス原単位

ガス量

原単位1％削減

７.環境取組み結果とその評価、次年度の取組内容

【二酸化炭素排出量削減】
電力量

第３工場

2021年度基準　電力原単位

2022年度電力原単位原単位1％削減

―
1,926
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2021年度 kg-CO2

取組結果とその評価 2022年度 kg-CO2

540.1 kWh/ｔ
565.7 kWh/ｔ 【評価 ＝ ×】

ガス量
取組結果とその評価

61.4 ㎥/ｔ
2022年度ガス原単位 62.3 ㎥/ｔ 【評価 ＝ ×】

下塩尻工場の取組結果は電力原単位4.7％UP。ガス原単位1.6％UPとなり目標未達成です。
要因としては2期の生産数量減少の際の電力量は前年並み、夏季のチラートラブルの際に
生産時間が大幅に伸びてしまった事などが考えられます 中間審査の際にエアコンの温度管理に
ついて指摘を受けたようにまだまだムダムラが有ります。しっかり改善しましょう。
次年度の取組
「生産の効率化、生産機器の運転・停止を厳格に実施」
本社同様ムダムラの改善を実施し、CO2削減を目指します。
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原単位1％削減

原単位1％削減

７.環境取組み結果とその評価、次年度の取組内容

【温室効果ガス排出削減】
電力量

下塩尻工場

2021年度基準　電力原単位

2022年度電力原単位

2021年度基準　ガス原単位

2,897
2,929
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2021年度 83,788 ㎥
取組結果とその評価 2022年度 77,432 ㎥

10.00 ㎥/ｔ
2022年度水原単位 10.10 ㎥/ｔ 【評価 ＝ △】

2021年度 418,100 ｔ
4.7% 2022年度 179,910 ｔ

2022年度廃棄原単位 2.3% 【評価 ＝ 〇】

本社水量削減の取組みはほぼ前年並みでしたが目標未達成です。
本年度５月にコンテナ洗浄機・チラーが設備され一時的に水量が増加したと考えられます。
飼料用廃棄量削減の取組みですが設備改善の実施により大幅減少となりました。
本年度より原単位も算出し比較しました、この値がベースとなるのでさらに廃棄量削減に努めましょう。

次年度の取組
水量削減については落下シャワー、グレーチングの水量確認の徹底、冷却水温度の
確認調整を推進します。

飼料用廃棄量削減はミスの削減、メンテナンスの実施を推進します。
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原単位1％削減

７.環境取組み結果とその評価、次年度の取組内容

【総排水量・水使用量削減】
水量削減

本社工場

2021年度基準　水原単位

【食料循環資源形廃棄物削減】
飼料用廃棄量削減

2021年度基準　廃棄原単位

本社工場
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2021年度 ― ㎥
取組結果とその評価 2022年度 72,207 ㎥

ー ㎥/ｔ
2022年度水原単位 14.00 ㎥/ｔ 【評価 ＝ 】

2021年度 ― ｔ
― 2022年度 81,470 ｔ

2022年度廃棄原単位 1.6% 【評価 ＝ 】

第３工場の水量削減取組は水原単位14.0㎥/ｔとなりました。
設備完了後の６月以降のデーターが基礎となります。また第３工場はトッピングの具材処理も
行っているので効率の良い水の使用方法を考えて下さい。

飼料用廃棄量削減は廃棄原単位1.6％でした。本年度が基礎となります。

次年度の取組
水量削減は設備改善・点検の実施にて1％削減を目標に推進します。
飼料用廃棄量削減はミスの削減、具材ロス対策、メンテナンスの実施を推進します。

原単位1％削減
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７.環境取組み結果とその評価、次年度の取組内容

【総排水量・水使用量削減】 第３工場
水量削減

2021年度基準　水原単位

【食料循環資源形廃棄物削減】 第３工場
飼料用廃棄量削減

2021年度基準　廃棄原単位
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2021年度 109,713 ㎥
取組結果とその評価 2022年度 115,111 ㎥

12.3 ㎥/ｔ
2022年度水原単位 13.1 ㎥/ｔ 【評価 ＝ ×】

2021年度 255,400 ｋｇ
2.8% 2022年度 184,380 ｋｇ

2022年度廃棄原単位 2.2% 【評価 ＝ 〇】

下塩尻工場水量削減の取組みは13.1㎥/ｔとなり目標未達成です。
要因として本年度は３回屋外上水引込み管路にて漏水が有りました。生産量が前年同等なので
水原単位もほぼ同じになるはずですが漏水が原因と思われます。

飼料用廃棄量削減は廃棄原単位2.2％でした。廃棄量は前年比72％と大きく減少しました。

次年度の取組
水量削減については落下シャワー、グレーチングの水量確認の徹底、水漏れ点検強化を推進します。

飼料用廃棄量削減はミスの削減、具材ロス対策、メンテナンスの実施を推進します。
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７.環境取組み結果とその評価、次年度の取組内容

【総排水量・水使用量削減】 下塩尻工場
水量削減

原単位1％削減
2021年度基準　水原単位

【食料循環資源形廃棄物削減】 下塩尻工場
飼料用廃棄量削減

2021年度基準　廃棄原単位
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承　認 作　成

池田 伊藤
取りまとめ表更新日： 2022年6月30日 遵守評価日：

環境管理責任者 環境事務局

池田 伊藤
環境管理責任者 環境事務局

条項

（法律、規則、施行令） 許可
届出
報告

資格 届出先 証拠 判定

・委託基準：一廃収集業者の許可の確
認 法6条の2第6項、法6条の2第7項、

令4条の4

一般廃棄
物(紙くず、
繊維くず、木
くず、生ごみ
など)

・1回/年

総務

許可証
東信社
R7.7.10 〇

・委託基準：産廃収集運搬・処分業者
の許可の確認、契約 法12条5項、法12条6項、令6条の

2、則8条の2の8、則8条の3、8条の
4～8条の4の4

総務

契約書・許可
証
イーステージ
R7.11.12
小柳産業
R6 10 1

〇

・保管基準 法12条2項

     掲示板：60cm×60cm以上表示 則8条

　　飛散・浸透防止 総務
　　衛生管理
・マニフェスト交付
　B2・Ｄ票90日、Ｅ票180日以内に送付
されない場合は30日以内の知事への
報告
　A、B2、D、E票の保管（5年間）

法12条の3第1～2項、第6～8項、
則8条の19、則8条の21の2、則8条
の26～29

・マニフェ
スト新規
交付時又
は月末

○

知事

総務

ﾏﾆﾌｪｽﾄ

〇

・産業廃棄物管理票交付等状況報告
書の提出

法12条の3第7項、則8条の27
・6月末ま
で

〇
知事 報告書

R4/4/1 〇

・処理業者から処理困難の通知を受け
た場合、30日以内に知事に「措置内容
等報告書」による報告

法12条の3第8項、則8条の28～29

通知書

・処理の状況について確認の努力義務 法12条7項 総務

廃棄物処分
業者視察記
録　Ｒ4.73回
実施

〇

定期報告義務
・前年度の発生量が100トン以上、発生量・
食品循環資源の再生利用等の状況を報告
（・フランチャイズチェーン店では、集計量で100ト
ン以上）

法9条1項、2項、令4条 6月末まで

○

農林水
産省

総務

集計量確認　　　　　　　　　　　　　　

〇

廃棄物処
理法

担当部署
遵守評価

産業廃棄
物（金属
類・廃プラ
類・廃ガラ
ス・廃油・
木製パ
レット、廃
水銀使用
製品）

・契約書/
許可証に
つき1回/
年

〇

届出・報告・資格
法規制等
の名称

該当する要求事項
（対応すべき事項）

関連条例等に
よる規制

該当する
設備・項目

点検・測定
頻度、

実施時期

遵守評価の時期：代表者による見直しの前
遵守評価記録

環境関連法規等取りまとめ表（遵守評価記録）
取りまとめ表の更新：毎年定期的な遵守評価を実施する際に制定、改正の確認を行い変更があれば更新する

とりまとめ表
2022年9月30日



・再商品化義務 法11条、法12条、法13条 容器の利用
○ 総務

再商品化委
託契約 〇

定期報告義務
・前年度に用いた容器包装の量が50トン以
上

法7条の6、令6条 2月末まで
○ 総務

報告書

〇

・除害施設の設置
令9条

記録は4年間保
存

排水処理
施設

○
届出書
測定記録 〇

・特定施設がある場合の水質測定 法12条の12、則15条 記録は5年間保
存

測定記録
〇

・油及び有害物質の流出事故時の措
置と届出

法14条の2 油類の保管
水酸化ナトリ
ウムの取扱
い

知事 事故（有　無）

・特定施設の届出 法2条2項 湯煮設備
他

〇
知事 届出書

〇

・排出基準の遵守 法12条 記録類 〇
・排水濃度の測定・記録（3年保存）、監
視

法14条1～4項、則9条の2、則9条
の3

地方条例によって
は定期報告 ○

測定記録
〇

省エネ法 エネルギー使用状況の届出 法7条3項 5月末 ○ 所管行政庁 届出書 〇
エネルギー管理統括者・管理企画推進者・
管理者の選任・解任届

法7条の2、法7条の3
則6条の3、則6条の4、則9条の6

7月末 ○ ○ 届出書

中長期計画書の提出 法14条 毎年7月末 ○ 所管行政庁 報告書　7/26 〇
定期報告書の提出 法15条 毎年7月末 ○ 所管行政庁 報告書　7/26 〇
対策計画の提出 法36条 毎年7月末 ○ 対策計画書 〇
実績報告書の提出 法26条 毎年7月末 ○ 実績報告書 〇
・フロン類の登録充填回収業者による
適切な引き渡し

法41条

・環境影響の少ない指定製品の使用に
努める

法5条

・フロン類回収時の委託確認書交付と
引取証明書の保存（3年間）

法43条1項～3項

・引取証明書が30日以内に送付されな
い場合の知事への報告

法45条4項
○

知事

対象；第1種特定機器
・簡易点検（すべて　１回/3ｹ月以上）
・有資格者による定期点検
　空調機器
　　　　 7.5kW以上1回/3年以上
         50kW以上1回/年以上
　冷蔵冷凍機器
        (7.5kW以上 3回/年以上
・点検記録の保存（廃棄まで）

フロン類算定漏洩量の報告（漏洩量
1000t-CO2以上）

法19条1項 法19条
〇

所管大
臣

製造 報告書

・第1種指定化学物質取扱者は排出・
移動量を報告（年間取扱量１トン以上
で従業員21名以上の場合）

法5条2項、3項、則5条、6条 大阪府生活環境
の保全に関する
条例による37物
質上乗せ

第1種指定
化学物質
(462物
質)、例：ト
ルエン

翌年6月ま
で

○

知事・経
産省

該当なし

・性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）
の受取・発行

法14条1項 第2種指定
化学物質
(100物質)
も対象

SDS更新
毎

製造

・SDS発行受
取状況

化学物質排
出把握管理
促進法
（PRTR法）

エネルギー
の使用

フロン排
出抑制法

業務用空
調機
業務用空
調機
（GHP）
業務用冷
蔵庫・冷凍
庫
エアドライ
ヤ、冷水
機
恒温恒湿
器

容器包装
リサイク

ル法

廃棄時
修理時

製造
委託確認書
引取証明書

第1種特定製品の管理者の判断の
基準となるべき事項　H26経産・環
境省告示第13号

点検記録 〇

日本容器
包装リサイ
クル協会

下水道法

水質汚濁
防止法

温暖化対
策推進法

県条例
エネルギー使用
量1500ｋℓ以上 知事



労働安全
衛生法

ＳＤＳ義務のリスク評価
法57条の3第1項

SDSが義務
使用開始
前

製造 リスク評価記
録

毒 物 及 び
劇 物 取 締
法

・盗難／漏洩防止
・容器、貯蔵場所に表示
・事故･盗難時届出（警察など）

法11条、法12条
法16条の２

試薬類含
む有毒化
学品

作業終了
時

○事故・盗
難時 検査

現場観察

〇

グリーン購
入法

できる限り環境物品等を選択するよう
努める

法5条 購入品・調
達品
購入先・外
注先

〇

保管： 環境事務局 遵守評価の欄：確認した記録など記入　判定欄：○×（×の場合は問題点是正／予防処置票により解決を図る）



９．代表者による評価・見直し

【社長】
第三工場の増築工事が完了し、今後の生産体制が整備されました。

今後、環境目標達成のため全従業員一丸となって各々の改善を進めることにより

環境保全への取組みを強化していく。

またエネルギーコストが急上昇しているなかでエコアクション21を強化徹底することにより

環境、経営への貢献を進めるよう期待します。

【環境管理責任者　編集後記】

２０１４年より下塩尻工場建設、冷凍ライン増設を始め本年までに工場３棟、冷凍ライン７ライン増設完了しました。

２０１２年度より冷凍麺生産数量は年々増加していますがCO２排出原単位は２０１２年に比較し削減出来ています。

２０１６年度に原単位が悪化した原因は冷凍機入替の為、既存冷凍機での生産増加と入替の停止期間が有った為です。

それ以降については年々減少しています。工場の増加によるイニシャル増加の為に悪化すると思われましたが

皆さんの取組みのおかげもありCO２排出原単位は抑制出来ている状態です。

これからも有限なエネルギーを無駄なく効率的に使用していきましょう。

ｔ kg-CO2/ｔ

22

下のグラフは冷凍麺生産量の推移とCO2排出量原単位です。
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